
2019年４月から常勤放射線診断専門医が1名（非常勤3名）体制と

なり、より迅速な情報提供ができるようになりました。

病院の医療レベル向上、質の維持のためには画像診断は不可欠であると

考えています。

放射線科医として画像診断で臨床医をサポートする中で、画像診断の立

場からより確実な確定診断に結び付くよう努めています。

当院の放射線科の体制について
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◆スタッフ体制について

◆当院放射線科の特徴

放射線当科検査の特徴として当日の予約外検査であっても実施可能であり、臨時検査に関しほぼ受入れを行っています。

また診断価値の高い良質な画像提供を行うために随時医療機器の更新も行っています。

◆当院放射線科の取り組み

近年の医療技術の進歩により求められる専門性と役割は増大しています。放射線科として安全で質の高い医療を提供できる

よう取り組みを続けて参ります。 当日の臨時検査などご依頼の際は、当院の地域医療連携室までご連絡ください。

→【地域医療連携室直通】 TEL 052-451-1305 ／ FAX 052-451-1347 ※電話･FAXどちらでも構いません。

放射線科部長 松原一仁 医師

主な医療機器および画像診断装置

➢一般Ｘ線撮影装置、 ➢CT装置、 ➢MRI装置、 ➢連続血管撮影装置、

➢Ｘ線透視装置、 ➢骨密度測定装置、 ➢超音波装置、

➢ポータブルＸ線撮影装置、 ➢外科用透視撮影装置、 ➢結石破砕装置

また、 本年10月にCT装置（シーメンスSOMATOM Edge Plus）が新たに導入となり、

画質向上、 被ばく線量低減、 造影剤量低減、 検査時間、 待ち時間の短縮がなされます

● 医療安全に努め事故を未然に防ぐための、医療機器の日常点検、そして定期的な保守点検の実施

● 当日予約外検査の受け入れ体制整備

● 患者さんの検査時間、待ち時間短縮

● 患者さんの被ばく線量低減

● 地域連携室を窓口とする高度医療機器共同利用推進

（本年4月に当院常勤医師として赴任）
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